
[   G r e e n   H a t  2 0 3 0   ]
新しい、庭付き一戸建。

関東学院大学の GREEN HAT 2030 は、ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）による「生活
価値の向上」と「社会への貢献」が誰にでもわかり、また何より、誰にでも手に入る可能性がな
ければ、ZEH を普及につなげることはできないという観点から「アフォーダブルな ZEH」を目標
に建設されました。

GREEN HAT 2030 は、屋上に庭（菜園）と創エネシステムの帽子をかぶせた「新しい、庭付き一戸建」
です。
ZEH を目指すとき、外壁・屋根・間仕切壁・縁側、そして各種の設備など、住宅のそれぞれの部
分が持つべき、「新しい役割」とは何か。ZEH によって、私たちの生活はどのように変わるのか。
私たちの提案の本質は、この問いかけにあります。高価な設備機器や、特殊な材料だけに頼らず、
伝統的な知恵や、既に存在する技術の潜在的価値にも注目し、それらを適材適所に組み合わせた、
新しい「普通の家」のありかたを、常識にとらわれない自由な発想で提案します。
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完成した土塗り壁。伝統的な材料を、パッシブ
な環境装置（蓄熱間仕切壁）として用いる。

ぬり貫（埼玉県新座市）で、土塗り壁に使う色土の
種類と配合を検討。

完成した屋上菜園。菜園はグリーンハットの
「小さな循環システム」を表現する要素となる。

一般公開期間終了の頃に食べ頃になるよう、
圃場で育てられてきた苗を現場で畑に植える。

造園デザイナー（植物自由区）との打ち合わせ。
野菜だけでなく、季節感のある花も加える。

石巻工房（宮城県）での打ち合わせ。工場長の
千葉さんに図面を見てもらい、製作方法を検討。

学生によるスケッチ。2×4の限られた部材で作
るために、組み合わせとディテールを検討する。

学生によるアイデアスケッチ。「畑」をコンセプト
にした菜園のため、10 月に採れる野菜を調べる。

石巻工房の様子。製作中の家具や、家具に使用
する部材を見学させていただく。

学生による外壁塗装の様子。可能なことはDIY で
行うコンセプトの実施。塗料は水性塗料。

完成したカーテン。補色となる青と黄色の生地を
重ね、コンセプト色である「緑」を表現する。

ファブリックスケープ（大阪市）での打ち合わせ。
生地の選定・重ね方・ヒダのスタディを行う。

完成した外壁。外壁を白く塗ることで、屋上の
「グリーンハット」が引き立っている。

完成した家具。木琴テーブルは実際に音を出す
ことができ、チェアは連結してベンチになる。

■教育・啓発・コミュニケーション■実行力
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GREEN HAT 2030は事業代表者を関東学院大学、施工元請を桧家グループ
（桧家ホールディングス）が担当し、その他、34社の協力企業により実現しまし
た。アジアでの普及を視野に入れ、比較的ローカルな技術でZEHを実現する
目的から木造在来工法が採用されていますが、きわめて短い工期で現場施工
を完了するために、設計期間中に20回を超える打ち合わせを学生／施工者間
で実施し、綿密に計画を行っています。

GREEN HAT 2030は「住み手が主体的に参加する」ことが一つのテーマである
ことから、学生が企画・デザインだけでなく、施工の一部にも加わっています。
具体的には、「蓄熱間仕切り壁」を実現する土塗り壁で、左官のプロフェッショ
ナル（ぬり貫）から指導を受け、実際の配合・現場施工を実施し、その他にも、
外壁の仕上げ塗装、屋上菜園への植え付けなどを学生が施工しました。

協力企業一覧

現場で、土・水・藁を配合し、翌日の施工に備える。 職人に指導を受けながら、学生が施工を実施。
手のひらで仕上げることで、表面に風合いをつける。

（実現に向けてご協力いただいた企業の皆様に、厚くお礼を申し上げます）



■平面図
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■断面図
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■伏図




